
  

 

 

 

「らしく」を考える 

校長 中島 賀子  

 

 まだ、あじさいも色づきはじめだというのに、今年はとても早く梅雨入りしました。

5 月 31 日までの緊急事態宣言ですが、兵庫県の新規感染者数は減ってきていますが、

医療現場が逼迫していることに変わりない等により、沖縄県と同じ 6月 20日までに延

長となりました。学校としても、感染リスクの高い学習活動に関しては、精選してい

きます。感染リスクの高い学習活動とは、たとえば、音楽のリコーダーや鍵盤ハーモ

ニカ奏、家庭科の調理実習、体育の水泳指導等、マスクを外した状態で飛沫が飛ぶ可

能性の高い活動です。これらの活動に関しては、6月 20日が過ぎれば、すぐに始めら

れるものではないとの認識をもっております。また、一度にたくさんの方が来校する

ような参観日等の実施も見合わせます。1 学期中は、感染状況を見ながら、尼崎市教

育委員会からの指示に従い、安全な学校運営を行ってまいります。 

 

さて、「らしく」と聞いて、どんな言葉を想像するでしょうか。｢女らしく｣？｢男ら

しく｣？「女の子なんだから女の子らしくしなさい。」｢男の子なんだから、そんなこと

で泣かないの。｣これらは、未だによく聞かれる言葉です。今のこどもたちには、そう

した思い込みから自由になって、性別で差別されない社会（＝ジェンダー平等な社会）

を生きてもらいたいです。尼崎市の中学校では、今年度から男女を問わず、スラック

スをはくことができるようになりました。セーラー服や詰め襟の学ランもブレザーに

移行している学校もあります。日本は遅れているのですが、それでも、このように、

少しずつ｢自分らしさ｣をもち、他の人との違いを認めあうことを大切にできる社会に

なってきています。これからは、みんなが違和感をもつことなく、｢自分らしく｣堂々

と生きられる社会が実現していくことを願っています。 

 

 梅雨が本格化してくると、ジメジメしてきて体調も整えにくいです。免疫力をつけ

るため、規則正しい生活をし、十分に睡眠をとり、バランスのとれた食事をし、体調

を万全にし、乗り切っていきたいと思います。 

  

 

  

 

 

 

水泳指導 

 今年度も感染症対策の為中止となり

ました。昨年度同様、水難事故の対応

等の指導を教室で行います。 

 

 

非常変災一斉下校    

６月１８日（金） 

５時間目終了後に、非常変災一斉下

校を予定しております。災害などで、

集団下校が必要になった時を想定して

の訓練です。 

 

 

 

1 火 聴力検査（５年） 

2 水 聴力検査（３年） 

3 木 代表委員会 

4 金 聴力検査（２年） 

5 土  

6 日  

7 月 聴力検査（１年） クラブ活動 

8 火 
尿検査（再） 耳鼻科検診（5,6年） 

職員研修の為５校時下校 

9 水 色覚検査（4年） 

10 木 ファミリー活動 

11 金 耳鼻科検診（3,4年） 

12 土  

13 日  

14 月 耳鼻科検診（1,2年,ひ） 

15 火  

16 水  

17 木  

18 金 避難訓練・非常変災一斉下校 

19 土  

20 日  

21 月 委員会 歯科検診（6年,ひ） 

22 火 歯科検診（4年,2-1） 

23 水 歯科検診（5年） 

24 木 
脊柱側わん検診(5,6年抽出) 歯科検診（3年,2-2） 

代表委員会 

25 金 避難訓練予備日 

26 土  

27 日  

28 月 3年環境体験学習 

29 火  

30 水  
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